
教材
副教材 六訂 カラー版 新国語便覧 (第一学習社)版 履修区分 共通

に る

の の に る

学習の

目標

フ
い

0ガヽ に
学習の

進め方
で る

4

日:」

7

○オリエンテーション

○広がる想像力/・ミロのヴィーナス

○こころに触れる/檸檬

○メディアと情報/
「考える葦」であり続ける

○名

?

月記

・表現技法を理解し、筆者の美についての発想を
とらえる。
・漢文調の文体や寓意的な表現に注意しながら
内容をとらえ、人物、情景、心情などを読み味わう。

・発想の転換から導かれる論理展開を理解する。

・登場人物像、心情の推移を的確に把握する。
・描写、内的感覚をとらえ表現を読み味わう。

に、自分と「 との関係につし える。

・筆者の ィ ア

対する理解を深める。

について

ノート提出

期
標
前
日

後

10

11

12

自覚、他者への自覚

み らべ

was born

○ 日

れヽた人物、情景、心情などを読み味わう。

の 末考査〕

、要旨を叙述に即し的確にと る

表現の どを る 。

0論理展

しみながら、

感情を理解する。

話のおもしろさを味わう。

の

ノート提出

・詩歌の技法、
0作者の思想、

後期
目標

評価方法
の
　

状 の 5

ス

にの

の 日

しまに立ち

等で評価します。
・ 国

評価の

観点
え じ̈

に̈

め の

ら 目̈

に つ

の

つてい

る

2

5

30%



教 科 名 地 : !歴史 斗目名 地埋 A =`葺
二 2学年

教材
教科書 A 位 数

副教材 ワー 二宮書店 ) 履 躯 分 共 通

学習の

目標

1 世界で見られる具体的な地理的事象を通じ、知識を一般化できる能力を身につけます。

2 各地の E それ 7 ≧表現できる力を身につけま¬

3 地図や iI)コ

学習の
進め方

1 前期は自然地理と地誌を,後期は地誌、地球の諸問題や防災 0地形図について学びます。

2 地図・資料の読解・解釈を通して、思考力・判断力・表現力を高めます。
3 ワーーク 小テス て し

単元名 具体的な学習内容 考査等

目:J

4

6

7

8

Oオ リエンテーション
○球面状の世界

○自然・生活・文化と私たち
の暮らし

〇世界各地の生活・文化

・地球儀と地図
・国と国の結びつき
・地図で見
・地形と私 の

・気候・経済・文化と私たちのくくらし

・東アジア (中国・朝鮮)

・東南アジア

・南アジア
・中央アジア・西アジア・北アフリカ

※考査毎にワー

ク・ ファイルを提

出します
・小テス
・レ
・中
・ファイル提出
・レポート

・期末考査
・ファイル提出

前期
目標

後

10

11

○地球的課題

・サハラ以南のアフリカ
・ ヨーーロッパ

・ロシア
・アングロアメリカ

・ラテンアメリカ
・オセアニア

・人口問題、食料問題
ネルギー問題・居住・都市問題、資源エ

・環境問題
・地図とGI S
・日本の自然環境と防災

・生活圏の諸課題と地域調

)単元テス ト

・ファイル提出

・レポート

・ファイル提出

レ

後期
目標

評価方法

・丁・走爾狸薙蒙巧:雨戸ズ下τ覇蒲事Ttt‐グ
~丁~フ

ァイル・レポート、グループワーク、振り返り

等で評価します。

・地理歴史科の観点別学習状況の評価の3観点を基本として評価します。

評価の

観点

知識
)技能

思考 0判断
・表現

主体的に学習
に取り組む態
度

について理解しているとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的 40%
に調べまとめている。 (考査、小テス ト、レポートや提出物の内容)

地理的な事象に関する意味や意義、特色や相互の関連を多面的
。多角的に考察し、構

想、表現、議論ができるか。 (考査、レポート、提出部の内容)
30%

地理に関わる諸事象について、国家及び社会の形成者として、よりよい社会の実現を視

野に、課題を主体的に解決しようとしている。 (レポート、提出物の内容)
30%



の
教材

― マ

の ヽつ

の

で

学習の

目標
の ヽつ

の

つ

学習の

進め方

期 月 単元名 具体 円な学習内容 | 備考欄

ユ則

4

6

7

○オリエンテーション
1章 :場合の数と確率

2章・整数の性質

・数学Aの学習について
・数え上げの原則
・順列
・組合
・同じものを含む順列

・確率の基本性質
・独立な試行の確率
・反復試行の確率

_■条件付確率………………………
・約数と倍数、素因数分解
・最大公約数と最小公倍数
・ユークリッドの互除法

*年間を通して小テストを行って
いく

・期末考査

8

9

前期
目標

後

0

11

3章 :図形の性質

・不定方程式
・記数法

・小数と分数

・三角形と比、
・円に内接する四

L
C二

・ 接線と弦のつくる角、方べきの定理

・円と円の位置関係
・空間図形

・課題学習

後期
目標

評価方法

T更爾碑延蒙
~~単
元テスト、ノートの提出、日常の授業への参加態度等で評価する。

評価の

観点

【知識 0技能】 積極的に学習し、自己調整をすることが出来ているか。 %

【思考力・判断力・表現力】 事象を数学的に表現・処理する仕方や技能を身につけているか。 30 %

【主体的に学習に取り組む態度】 日常のモデルを数式に置き換えることで課題解決ができ、それをまとめることができるか。 30 %



履修区分 共通
教材

副教材 四訂版  lリ ー ドLightノ ー ト 生物基礎

つ

学習の

目標

ヽつ の

つ

つ

学習の

進め方

期 「
単 九 名 具体円な学習内容 考 査 等

ユ削

4

8

第 1編 生物と遺伝子
○生物の特徴

○遺伝子とそのはたらき

第 2編 生物の体
の維持
○生物の体内環境
維持

環境

・生物の多様性と共通性

と代謝・ エ

・光合成と呼吸

・遺伝情報とDNA

・遺伝情報の発現

・遺伝情報の分配

-:-ff-E!ffifr,\-VTp-fffr

・小テスト

・中間考査
・ノート、ファイ
ル提出

・期末考査
・ノー ト、フアイ
ル掃出

前期
目標

後

11

第 3編 生物の多様性と
生態系
○植生の多様性

○生態系とその

・腎臓と肝臓による調節

・神経とホルモンによる調節

・免疫

・植生とその成り立ち

0植生の移り

上気候上バイ_オ

「

ム…
・生態系とその成り立
0物質の循環とエネルギーの流れ

・生態系のバランス

フ
~

・中間考査

ノ

・学年末考査
・ノー ト、フアイ
ル提出

後期
目標

評価方法

口
丁
1莞

:面1雇1瑾i訂

・
万1雨:戸て下

・
面
・
蔵1雇:渾
‐
可覆戸ア

~百

i万i取り組み状況、宿題の提出状況、レポート

等の表現力、実験・観察レポートの内容で評価します。
・理科の観点別学習状況の評価の 3観点を基本として評価します.

評価の

観点
【主体

定期考査、ノート、ファイル、レポート

定期考査、実験レポート、ファイルの状

授業時の様子、提出物等の提出状況

の

況

な ど



教 科 名 保 健 :育 科 目名 学 年 2学年

教材

教科書 単位数

副教材 ステップアップ高校スポーツ 履修区分 共通

学習の

目標

の

2 課題 を発見 ノ、 `解決 に同 | 「`て考 えた ζ
3 公正 に取 り 且み、互いに

学習の

進め方

1 基礎・基本 こよる技能定 ; 三り、課 決 能 力 を 'につ |すま

Z 一 斉 撹 業 や 」 団学 習 を して参 回、公正、 力 、 貢

3 学習 した内 :

則 l 単元名 具体的な学習内容 考査等

前

4

7

8

0オリエンテーション
○新体カテスト
○体つくり運動
○体つくり運動
○跳び箱

安全の確保 つ い

ン ス

○水泳

○ ュース ツ

○体育理論

・自己の体力に気付き、向上させていく。 ・新体カテストの実施
・体カトレーニングについて
・手軽な運動、実生活に生かす運動
・跳び箱の基本技能の習得
(能力に応じて技を選択し、連続技‐
J‐ブ芽=ケダジスl…創作ダジスl…

‐‐

0技能テストの実施

現代的なリズムのダンス
・文化的特徴や発展について

・主にクロールの習得、その他の泳法習得 ・技能テストの実施

(さ まざまな泳法で泳ぐことを
・技能の上達過程と練習

丁ボジチT:…ギ
・オリンピックと国際理解
・ ドービング問題

前期
目標

い 、
″
1)

・仲間と協力して行うことや表現することを目指す。
0健康・安全に留意させ、自己防衛力や危機管理能力を向上させる。

後

11

12

○球技

○体育理論

○スキー

○体 :

l

十

○体育理論

・バレーボール (ネ ット型)
(個人技能を身につけ、戦術を
生かし
・バスケツ
(個人技能を身につけ、戦術を

生かした攻防を展開する。)
丁ギジフベ=ズ

‐
てべ=ズボ
ニル型)…
………

(戦術を活かした攻防を展開する。)
・スポーツの技術と戦術 い

・ゲレンデスキーの滑走法を
理解し、習得します。‐
J‐生涯ス;iiギ =ヅめ見芳

丁著

・ バ

・ライフスタイルに応じたスポーツ

卜の

ストの

・技能テストの実施

後期
目標
・体力の構成要素である行動力と生存力の保持増進を目指す。
・次年度に向け、応用的な運動領域に触れ、継続的な技能の向上を目指す。

評価方法

・預爾万ラ司両習Fで顧て丁
~授
業に取り組む意欲や、公正、協力、貢任などの態度、ワークシ

‐

の提出状況等を総合的に評価します。

評価の

観点

【知識 0技能】
【思・判・表】
【主体的態度】

の合理的、計画的な実践を通して技術だけでなくルール等を身につけているか

課題を発見し解決の仕方や気付いたことについて事故や仲間の考えたことを他者に伝えたりしているか。

に り組み、仲間と協力したり、関わろうとして い



教科名 保健 ` 科 目名 字 年 2学年

教材

教 科 書 単位数

副教材 な し 履修区分 共通

学習の
日標

に つ ヽ

2健康について |ヨ他や社会の記 を発見 し、 1

な増進 を目]

学習の
進め方

1個人や社会生 についてど

ワー る に つ

つ ゝ ア ワークシー い

則 月 単元名 具体的な学習内容 考査等

前

4
0オリエンテーション (1)
○ライフステージと健康 (1)
○思春期と健康 (2)
○性意識と性行動の選択 (2)

○妊娠・出産と健康 (2)

○避妊法と人工妊娠中絶 (2)

○結婚生活と健康 (1)

○中高年期と健康 (1)

○働くことと健康 (2)

○労働災害と健康 (1)

○健康的な職業生活 (2)

○大気汚染と健康 (2)
(2)

○食品衛生にかかわる活動 (1)

○保健サービスとその活用 (1)

02学年の保健の学習について

0受精 0妊娠・出産と健康
と対策

発達と結婚生活
・加齢による変化と健康

0労働と りと問
0労働災害、安全と健康管理

・大気汚染と健康、環境
0水質汚濁、土壌汚染と健康
0食品の安全と環境の保健
0食品の安全性と衛生管理
0保健行政と保健サービス

・各単元テスト

・各単元テスト

テスト

前期中間考査

・各単元テスト

・各単元テスト

元テスト

・前期期末考査

前期
目標

後

10

11

○医療サービスとその活用 (1)

○医薬品の制度とその活用 (1)

○さまざまな保健活動や社会的対策 (2)

○健康に関する環境づくりと社会参加 (2)

・医療機関と医療サービスの活用
0医薬品の種類と使用法

・健康を支える保健活動
0環境づくりと社会参加

・各単元テスト

0後期中間考査

後期
目標

評価方法

・定期考査、単元テス ト、ノー ト提出、
・観点別学習状況の評価の3観点を基本

晋 段 の学習態度等で評価する
として評価する。

評価の

観点

【知識 0技能】
【思 0判・表】
【主体的態度】

ている

つ い て いるか。
か 。に しの に

つ ゝて

と

て ゝる



教科 名 コ
至 字 年

教材
教科 書 高 柘:生の美術 2 本 又教 出版」 早恒数

副教材 履修 区分 共 通

学習の
日標

1)対象や事象を提える造形的な視点について理解を深めるとともに,意図に応じて表現方法を創意工夫し,個性豊かで創造
的に表すことができるようにする。

2)造形的なよさや美しさ,表現の意図と創造的な工夫,美術の働きなどについて考え,主題を生成し個性豊かに発想し構想
を練ったり,自 己の価値観を高めて美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

3)主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み,生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに,感性と美意識を高め,美
術文化に親しみ,心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

学習の
進め方

ン の ついて 力を めていきま

み る の 1 工 を じ取る力を め

3)教科書、配付資料、参考作品を鑑賞し、表現活 : ン につい め

期 月 単元名 具体 的な学習 内容 備 考欄

前

4

オリエンテーション

鉛筆デッサン①
。実技
・鑑賞

デザイジめ百両や穫籠O…
……

・インテリアデザイン
・ライフデザイン

・科目の目標や内容について理解丁
る。
・ 1年間授業の流れを理解する。

。モチーフの配置や構図を意識して描
く力を身に付ける。
・様々なモチーフの質感、色味を描き‐
■ 醸舞彰げザイ

‐
ジだづいて学び:‐

‐‐

その歴史や様式、特徴や工夫について
理解する。
‐
■デ
|ザ
イレ
'あ
|1毒え芳下1意図1きゴJ∫で学

‐‐

び、機能や形態を考えたデザインを制
作する。

Tデυ
:〕マンズグニ
0レポート作成 (名作椅子について)

の使い方の復習と題材に合わせ質感
の描き方を学び、課題を提出。

から近代家具を中心に学びま
。調べ学習後にそれぞれが学んだこと

についてレポートを提出。

グル■「プラニ
‐
グ

を提出。

デザインスクールで学んだ名作椅子
いてのレポートを提出。

に つ

前期
目標

後

10

11

鉛筆デッサン②
O実技
・鑑賞

デザインの目的や機能②

ま

・モチーフの量感を描く力を身に付け

る。
・モチーフの位置関係や距離感など、

空間の表現を意識して描く力を身に付

ける。

・作品制作。
・画像の加工方法について学ぶ。

・プレゼンテーション資料 (レポー

ト)の作成。
・発表と鑑賞。

01年間の授業の振り返

コ ー

応用した課題

を行う。

03年時のレポート制作、卒業制作発表
に繋げる。

0高大連携授業で学んだフォントによる

印象の違いや、写真撮影方法、レイアウ

トを意識してまとめる。

後期
目標

評価方法

0授業中の取り組みの観察、教師とのやり取りやヮークシートからの見取りで評価します。

・提出された作品・課題から評価します。
・様々な観点から総合的に評価します。 (詳細については授業内で配布する評価規準表を参照)

評価の

観点

【知識・技能】
創造的な視点について理解を深めているとともに、意図に応じて表現方法を創意工

夫し、個性豊かで創造的に表すことができているか。
35%

【思考力 0判断力
現力】

表 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主

題を生成し個性豊かに発想し構想を練ることができているか。
35%

【主体的に学習に取り
組む態度】

主体的に美術の創造的な諸活動に取り組み、感性と美意識を高め、美術文化に親し

み、心豊かな生活や社会を創造していく態度が身についたか。
30%



教科名 夕叫、L コ L 科 目名 コミュニケーション英語 且 学 年 2学年

教材

教 科 書 V lS cat on 単位数

副教材
①フレーズで英単語3000
②改訂版第2版 キクタンリーディング Basic 4000
③Real life Listeningl

履修区分 共通

学習の
目標

1 よ る な英語を聞いたり りし 撃できる。

ついて

3 身近な出来事 J つ ゝ る

学習の

進め方

ス て ゝ

ア ワ

3 フアイルや課 i て

期 月 単元名 具体的な学習内容 考査等

目IJ

4

7
:

9

○各授業の最初の10分～20分で実施する帯活動

①単語テスト           ④Listnenig活動

②英作文Writingテスト        ⑤ALTのプレゼンテーションを聞く
③中学校文法の総復習テスト    ⑥英作文の練習 ・単元テスト

・振り返り提出

0期末考査

・振り返り提出

Lessonl
Pictograms Useful Signs on
Streets
Lesson2
Fun with Pakkun

Lesson3

0五gamils Not Just a Piece of

Paper!

標識について学ぶ。

進行形 0受け身 /S+V+C(=現在分詞 0過去分
詞)ノ seem to～

パックンについて学ぶ

It is… (br A)to～ /S+V+it+C+to～ ノAll
you have to dO iS(tO)～

折り紙について学ぶ

It is+形容詞 +that‐節ノS+V+it+C+that‐
節ノS+V+0+O(=名 詞節)

前期
目標
スニング、ペアワークを通じ、表現に必要な語彙を定着させる(リスニングカ、スピーキングカ)

小テストを通じて、Outputの単語力を伸ばす

後

10

11

12

Lesson4
Numbers Talk

Lessonb
The Doctor in the Stomach

Lesson6
Nature for the Next Generation

数字と文化について学ぶ。

関係代名詞の制限用法 /関係代名詞の非制限
用法 /完了形 /完了形 (受け身)

内視鏡についてまなぶ

群動詞 (受け身)/進行形 (受け身)/関係副詞
の制限用法 /関係副詞の非制限用法

世界遺産について学ぶ。

関係代名詞の制限用法 /関係代名詞の非制限
用法 /完了形 /完了形 (受け身)

・単元テスト
・振り返り提出

・学年末考査
・振り返り提出

後期
目標

高形題覇目野雰瓢覇 理T万匹万蔚雨願□茅百付け、プレゼンテーションやレポートの学習に慣れ、「思
考力・判断力・表現力」を向上させる。

評価方法

・授業への積極的参加や態度、定期考査・小テスト、振り返りの提出状況等を総合的に評価

します。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。
・英語科の観点別学習状況の評価の4観点を基本建⊥」璽望i亜_L主主L____________

評価の

観点

【知識・技能】 し に している。

い ・ くこと

し

る し り

の

を

り し

て い



教科名 :矛斗 科 日名 学 年

教材

家庭基 1 日をつ くる 単位 数

副教材 な し 履修区分 共通

学習の

目標

一 生 と家 筋・ 福 祉・ 衣 食 ′1・ 消 費 生濯 つ

の 生活 課 題 を三劃本胚]に解 J
つ

学習の
進め方

を学びまI「 。
つ の

'え
を表現 I

期 月 単元名 具体円な学習内容 | 考 査 等

前

4

I ともに生きる
第 1章 人の一生と家族

第 2章 保育

第 3章 高齢者

第 4章 共生社

Ⅱ 明日をつくる
第 1章 食生活

・人生ってなんだろう
・青年期の課題とは ?
・家族ってなんだろう
・家族と社会のかかわ
・子どもはどう育つだろう
・親になるとはどういうこと
・子どもを取り巻く環境は
・どう高齢化するのだろう

上超高齢社会Q課題……………………………
・共生ってなんだろう

0食生活を見つめてみよう

・食品の選択と取り扱い

・ノート、ファイ
ル提出

・前期期末考査
・ノー ト、ファイ
ル掃出

前期
目標

後

11

12

第 4章 消費生活
第 2章 衣生活

第 3章 住生活

第 5章 環境

・献立づくりと調理

・一人暮らしに必要なものは ?

_1_なぜ服二着うの_1……_
・衣服の成り立ちと性質

・衣服の管理

_■だれが昼ユレていう0どう0ラ
・どのように暮らす?
・これからの住生活とは ?

0環境のためにできるこ

・調理実習

・調理実習

・ノー ト、ファイ
ル提出

・ノート、ファイ
ル提出

後期
目標

評価方法
・定期考査、小テストの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、レボー ト

等の表現力、実験・観察レポー トの内容で評価します。
・蒙庄科の観点別学習状況の評価の 3観点を基本として評価します。

評価の

観点
【思 0判・表】
【主体的態度】

【知識 0技能】 フ

トな

ト フ

ど状況。

ァイルの
で の



教科名 是術 学 年

教材
教 科 書 単位 数
副 教 材

学習の
目標

1 芸術としての美術の意義や基礎的な理論について理解を深めることができる力を養う。

2 創造的な諸活動を通して、造形的な見方
判断力、表現力等を育成する。

・考え方を働かせ、美術に関する創造的な思考力、

3 美術を専門的に学ぼうとする意欲や態度を養う。

学習の
進め方

l 美術の歴 つ い

2 演習を る つ

3 様々な作 つ い

期 単 元 名 具体 問 な学 習 内容 備考欄

ユ則

4
オリエンテーション

の と 法研究①
‐

美術あ歴史
‐
ど覆法研究②

‐

レポート作成①

0科目の目標や内容について理解する。

・ 1年間授業の流れを理解する。

。美術、工芸、デザインにおける表現とは何
か、著名な作品の鑑賞から技法研究や実験的
演習を通して芸術への理解を深める。

0名画の鑑賞を通して、時代、様式、技法の
理解を深める。

・表現形式の特性を生かし、形体、色彩、構
成など、創造的な表現の構想について理解を
深める。

・表現材料の効果的な生かし方や用具につい
て学び、意図に応じた表現方法の工夫につい
て理解を深める。

前期
目標

後

11

12

美術の歴史と技法研究③

美術の歴史と技法研究④

レポ=卜稀iI茂②
……………

美術概論のまとめ

・知的財産権・肖像権について適切な理解と
尊重する態度を養う。

生活や自然と美術とのかかわり、生活や社
を心豊かにする美術の働き、美術の変遷に
ついて考え、理解を深める。

・国際理解に果たす美術の役割を理解する。
化遺産としての美術の特徴と文化遺産等を
し保存することの意義を理解する。

・表現形式の
の働きを考え

特性、形や色彩などの造形要素
、創造的な表現の構想を練る。

0表現材料の効果的な生かし方や用具につい
て学び、必要な技能を身に付け意図に応じて

を工夫し作品制作をする。

。これまでの学習を通し、自己の作品につい
る。

後期
目標

評価方法

・授業中の取 り組みの観察、教師とのや り取 りやワークシー トからの見取 りで評価 します。
。提出された作品 0課題から評価します。
・様々な観点から総合的に評価します。 (詳細については授業内で配布する評価規準表を参照)

評価の

観点

【知識・技能】
0芸術としての美術の意義や基礎的な理論について理解を深めることができたか。
・学んだ理論を実践する力が身についたか。 30%

【思・判・表】
・造形的な見方・考え方を働かせ、美術
を身につけることができたか。

に関する創造的な思考力、判断力、表現力等
40%

【主体的態度】 ・美術を専門的に学ぼうとする意欲や態度を養うことができたか。 30%



教 科 名 術 科 目名 絵 画 学 年 2学年

教材

教科書 な し 単位 数 4

副教材 な し 履修区分 美術選択

学習の

日標

1 日 の て について 理解を

3 の り 己、 つ し 情を

学習の

進め方

1 られた マ に って、 を元に主題
2 て 料や用具の理解を深めながら制作します。

通して と ついて と の

期 月 単元名 具体的な学習内容 考 査 等

前

|4

8

オリエンテーション
画材研究①

lh
24h

45h

25h

学習内容、日標について理解する。
選択したテーマに合った作品づくり
岩絵具、水干絵具の扱い方
額縁制作、キャプション制作、展示要領
※作品発表会

構図と物語の研究、エスキース検討
水彩絵の具等の扱い方
日本固有
※中間発

てヽ

キTブジL‐ン
※作品発表会

選択したテーマに合った作品づく
マチエールの工夫

適切な画材選択

制作記録

夏季休業中の課題

前期
目標

後

10

11

|
|
|

|

44h

1年間のまとめ lh

※作品発表会

油彩による表現の基本、主題の

題材の捉え方、エスキース検討
構図の基本

生成

油彩画制作の手順
※中間発表

キャプション制作、展示要領
※作品発表会

1年間の制作のふり返り、卒業制作への意識付け

12

後期
目標

評価方法

授業中の取り組みの観察、教師とのやり

提出された作品 。課題から評価します。

以 りTソ ~グ ン ~~卜 刀` りの 兄 取 りで 詳 仙 します 。

様々な観点から総合的に評価します。 (詳細については授業内で配布する評価規準表を参照 )

評価の

観点



工

教材
副教材 な し 履修区分 工芸選択

つ

つ
学習の

目標

学習の
進め方

つ

則 単元名 ______具 体的な学習内容 考査等

目I」

4
|OJW―CAD導入

10JWiじ
AJ‐謀題
‐

作図課題 1

・CADソフトの機能と操作方法についで事びます。
~

・基本的な操作を基に練習課題に取り組みます。
OCADでの作図を通し、JIS規格の復習を行います。

・作図の基礎の復習とCADソ フトでの寸法の
入力方法を学びます。
・ JIS規格に則った作図を行います。
・図面に必要な情報の選択について学びます。
0他者の図面との違いから図面に必要な情報に
ついて考察を行います。

課題提出

前期
目標

後

10

11

課題 2 0実物からの採寸を基にした作図作成。
・使用法の取得度に応じた小課題を数回行う。
・図面の役割を理解し、整理された作図を学び
ます。
・他者の図面との違いから図面に求められる役
割を理解します。

・制作において必要となる図面の作成を見据え
た作図課題を行う。
・条件を基に、作品制作を見据えた作図の手順
を学びます。
・実際の作品制作に結びつく作図について学び
ます。

課題提出

課題提出

後期
目標

評価方法
の る に

ます。
の

評価の

観点
い る

用

る の

JIS CAD
つ か 。る

し、図法の活用に向 しているか。



名ヽ 工 募 科 日名  l 木工制イヨⅡ 学 年

教材
教 科 単位数
昌」菱L な し 履修区分

学習の

目標

l 安全 導 を
`

て る
:と の て |な構 :

3制 作 の 程 ′ て 、 ヽ iの形成を目指す。

学習の
進め方

1 座学と| 導

`

rつ 。

3 大型 械 を E用 しi 二実習を行 う。

則 月

ユ則

4
オリエンテーション
止血法について
大型木工機械使用法

枢組を用いた作品制作
・大型機械による製材加工

・組立に向けた加工

デザインスクールに向けた
名作椅子について

・年間計画について
・評価方法について
・様々な止血法について
・製材の一連の流れについて
・クロスカットソーについて
・手押し釦盤について
・自動送り飽盤について
・横挽き盤について
・ほぞの構造と種類について
・だぼ組の構造について
・枢組の構造と加工について
・木取りについて
・基本的な製材加工
・部品図をもとにした大型機械に
よる基本的な製材
・部品の数量と寸法の確認

・実習への取組

・実習への取組
・制作段階の進度
機械製材終了
道具の手入れ

・制作段階の進度
材のあら取り～
機械での基本加工終了

9

前期
目標

後

11

12

2

3

・組立、素地調整

・作品の塗装

・最終組立

課題研究に向けたオリエン
テーション

・だぼ接ぎの構造の理解
・木取り、基本的な製材加工
・部品図をもとにした大型機械に
よる製材
・部品の数量と寸法の確認
・組み立てに向けた細部の加工
(手加工や小型機械)
・仮組、組立
・塗装前の素地調整
・塗装
・部品の取り付け

・資料をもとにした課題研究にお
けるアイディアの活用の仕方や設
計について
・素材、表現技法について

・実習への取り組み
・制作段階の進度
機械製材の終了
道具の手入れ
機械での基本加工終了

・制作段階の進度
細部の加工の終了
仮組み
塗装の終了
提出

後期
目標

評価
方法 授業での進度、制作に対する意欲、関心、態度を加え総合的に評価します。

評価の
観点

【知識・技能】
大型機械の
きたか。

安全で効果的な使用方法を理解し、加工工程を考え適切な作業がで
40%

【思・判 0表】 工程や進度を考慮し、計画的に段取りよく作業を行うことができたか。 30%

【主体的態度】
機械加工

自他の作
か。

や手加工に興味を持ち、安全で意欲的に取り組むことができたか。
品や工芸作品の良さを感じ取り、自己の制作に活かすことができた 30%



教科 名 工 : 科 目名 l 工芸制イ 学 年

教材

教科書 単位数 4

副教材 な し 履修区分 工芸選択

学習の
目標

ン

の の

学習の
進め方

テーマ に の

2 習得 した技 :

3他 の作品を る工 ゝ

期 単元名 具体円な学習内容 考 査響

前

4

〇ガイダンス

●制作課題1(オ リジナルの箱)
・制作

・まとめと

●制作課題2(3本脚スツール)
0制作

・中間発表

・1年間の流れを理解する。

・設定された課題の制作を行う。
・盤や飽の扱いなど、1年生で学んだ技術を活か
しつつ、塗装などの新たな技術を学ぶ。
・計画を立てて作業することの重要性を知る。

・作品の完成と提出

・課題内容を考察し作品の制作を行う。
0治具の活用、旋盤、ビスケットジョィ
ントなど、新たな技術を学ぶ。
・用途や機能性を加味したデザインを行
つ。

0中間発表
9

前期
目標

後

10

・まとめと発表

●制作課題3(グループワーク)
・制作

1.
○卒業制作発表

01年間の振り

・作品の完成と提出

・テーマの設定と計画、構想
・設計、模型製作
・試作と検討、プレゼンテーション

・ 3学年の卒業制作発表にて、次年度制
作への意識付けを行う。

・資料のまとめと発表

・自らの制作をまとめるこ

・他者との学びを共有する

11

12

後期
目標

評価方法 評価の観点をもとに計画の進め方、制作、制作資料から経過ごとに総合的に行う。

評価の

観点
と̈

¨

し̈ ることができる。
に

と

る ことができる。


